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リハビリテーション課は、
地域のリハビリテーションを
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大隈病院でのリハビリテーション

地域レター地域レター

●入院リハビリテーション  地域包括ケア病棟では、60日の在院中に
多職種にてカンファレンスを実施、自宅にお伺いしての家屋評価も行いな
がら自宅退院を目指します。

●外来リハビリテーション  地域の患者さんの機能向上、退院後の外
来リハ継続等を行っています。

●通所リハビリテーション  1時間以上2時間未満にて、リハビリテー
ションの提供を中心にレクリエーションも行っています。

●訪問リハビリテーション  退院後のリハ継続、地域の健康・生活維持
向上のお手伝いを行っています。

病 気 を 治 す だ け で は な く 、患 者 さ ん の 心 も 癒 す
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リハビリテーション課
から

　当院リハビリテーション課は、開設以来、『病
院だけではなく、地域のリハビリテーションを支

える。』を目標に掲げながらリハビリテーションを行っています。
この目標を達成するために、リハビリテーションスタッフが要と
なり、医師、看護師、医療ソーシャルワーカーなどの当院の多職
種全員が、互いに連携をし合うチーム医療を推進しています。
　当院は、地域包括ケア病棟から慢性期に至るまでの病床を
有しており、退院後もリハビリテーションが必要な患者さんに
は医師の指示の下、外来・通所や訪問リハビリテーション
（下記参照）を実施しています。このように、病院とお家をつな
ぐ切れ目のないリハビリテーションを提供させていただくこ
とで、地域の皆さんが、安心した自宅生活を送って頂くことを
可能とします。

また、患者さんの身体機能・退院後の環境に合わせたオーダーメイドの
リハビリテーションを提供しながら社会復帰への支援も行っています。

リハビリテーションを受けられるには、外来受診が必要です。 受診時に、医師がリハ
ビリテーションの要否を判断した後、リハビリテーション課にリハビリの依頼が来ます。



　そろそろ冬の訪れを感じ始めてきました。この時期になると「免疫力を高
めるために、バランスの良い食事を心がけましょう!」という言葉がよく聞か

れますが、どういった食事をすればよいのでしょう?
　栄養をバランス良くとるためには、主食・主菜・副菜を揃えた「一汁三菜」が基本となります。ご飯やパン、
麺などの主食に偏った生活はしていませんか？肉・魚・卵・大豆製品のおかず(主菜)や、野菜のおかず(副菜)
には、たんぱく質やビタミン・ミネラルなどが多く含まれるため、免疫を高めるためには欠かせないメニュー
と言えます。「準備をするのが大変！」という方には、肉・魚や野菜をたっぷり使った鍋料理などがおすすめですよ。

栄養課

くまちゃんコラム
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次号予告

職員から職員へつなぐ、地域へのメッセージ

串崎 麻衣   東新 綾子
健診ドック室  事務員

【病院仲間からのひと言】 いつもニコニコ元気あふれるかわいいお2人です。

次号（令和5年1月号）は、「3階病棟  看護師  金谷 建三」からのメッセージです。

　私たち2人は、今年4月から健診ドック室に入職しました。毎日お客様の健康診断のお手
伝いをさせていただいております。約半年がたち、少しずつ慣れてはきましたがまだまだ分
からないことも多く、日々奮闘中です！
　また来年も大隈病院で健診を受けよう！と思っていただけるように、切実な対応と丁寧な
接遇を心掛けて頑張っていきたいと思っています。健診についてわからないことがあればお
電話でも直接窓口でも、いつでもお問い合わせください！

って、なにを話し合っているの？

検査・輸血適正委員会 委員会
探訪

大隈病院

●地域の人々に信頼される病院になります。
●高度の医療機能を持つ かかりつけ病院になります。
●病気を治すだけでなく、病める人の心を癒す病院になります。
●職員が勉強し、朗らかでやりがいのある職場をつくります。

基本方針
〒660-0814 兵庫県尼崎市杭瀬本町2-17-13
TEL：06-6481-1667（代表）　FAX：06-6481-1753

朗源会グループ　■岩﨑クリニック　■大隈病院附属 歯科クリニック　■在宅事業部
　　　　　　　　■特別養護老人ホーム ほがらか苑
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血液検査や輸血の管理・調整・監督を行い、患者さんの健康を守ります！

　病院内で実施する血液検査や輸血の管理・監督を行っている委員会です。
　沢山の種類のある検査を滞りなく行えるように、試薬在庫管理から検査状況、検査数
などの確認を行っています。輸血は、他人からの献血（血液）を患者さんに投与する治療
法ですが、その為、輸血への考え方は、臓器移植と同じ扱いとされており、輸血時には適
正な輸血であるか厳密に確認する必要性があります。厚労省輸血指針ではどの様な貧
血に対しても輸血してよいという訳ではなく、貧血症状が軽度で輸血以外で対処できる貧血には、輸血すべきではないと
されています。逆に、輸血をおこなうことによる副作用や心臓など臓器への負荷など状態を招く危険もあります。そこで、
委員会では、輸血に対しての管理や使用状況、輸血後の患者状態や種々の副作用や未知の感染症の有無までも確認して
います。このように、管理・調整・監督を行い患者さんの健康を守るのが、検査・輸血適正委員会の役割になります。


